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写真 1 試験区‘ノルガムの収穫 写真 2 ソルガム試験圃場

畦輻による影響は， 50cm川がすべての品柳および 穂長， 1穂了・実粒数，および 1穂子実重は，密柏に

栽柏密度において多収であった。恨行栽培では，川幅 なるほど隣接個体の影詞を受けて小さくなった。開化

がこれ以上せばめられると，栽培管理作業が困難とな 期および百粒重には，栽柏密度および髯輻の影閻がみ

るので， 50cm肌lが適当であろう。 とめられなかった。

収械に影響が大きい収景構成要素は，単位面積あた この研究は，同一の施肥条件で行なわれた。したが

りの穂数であった。穂数は，子実収量に近似した傾向 って，肥沃度が相違した場合，あるいは，気象条件の

を示し，、f実収址を高める最大の要素となっている。 ことなる地域て栽培した場合についても研究を進める

業面積指数は，多収品種ほど，また，密柏ほど高い傾 必要があろう。

向を示した。

東南アジアにおける

とうもろこし育種に関する研究

御子柴晴）こ

熟惜農業研究センター

駐在場所： Indian Agricultural Research Institute 考え方を具体的に把握し，他の東南アシア諸国のとう

New Delhi, India もろこし育種の参考とするため， とうもろこしの行秤

駐在期間： 1968年 2 月 -~1969年 3 月 に参画した。

研究協力者： N.L. Dhawan 一方，東南アジアのとうもろこし柄害として最も被

東南アジアのとうもろこしは今まで自給食糧の一つ 害の著しいべと1内は牧国では発病しないので，その実

として栽培され，その生産力は著しく低い。最近にな 態について不明な点が多かったが，台誇では戦前より

って我国の開発輸入が盛んになってからその改善がさ 我国のぞ宅技師による甘見べと病についての研究があ

げばれて来たが，我国あるいはアメリカなどの複交雑 り，その後も竹島，松本両氏らのそれぞれの研究が残

種は気象環境が異なるために直接導入する事は困難な されており，抵抗性品種の育成が始められていたの

面が多い。 で，べと柄の実態をつかみ，その効果的防除法と抵抗

インドでは CoordinatedMaize Breeding Scheme 性品種の育成を検討するため，昭和H年6月 3日から

が活発な活動をつづけ，多収な複交雑種及び混成品種 昭和45年 8月12日まで（滞在期間 1年 2ヶ月）台高の

を発表し普及に移していた。特に混成品種は世界に先 Corn Research Center, Tainan DAISに滞在し，同場

がけてその育成に成功していたので，この Breeding 主任張新古氏と共にとうもろこしべと病抵抗性品種の

Scheme の活動と混成品種の具体的育成方法及びその 育成に関する研究に従事した。
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品種を育成し普及に移してし、とがとうもろこしの研究

イントにおけるとうもろこし育種の活動と混 はそれよりたちおくれている。しかし他国と比べ，す

成品種の育成 でに抵抗性品種の育成に着手している、点で台誇は進ん

帰国後次の報告を提出したぐ でいる。筆占はその手始めとして，べと恥病原，その

1) Maize in India 伝播，被害などを検討し，まず抵抗性品種育成のため

2) インドにおけるとうもろこしの品種と栽培，熱 の母本り育成が必要な事を痛感し次のような‘丈験を試

研集報 No.10, 10~2:l, 1968. みた。

．｝） インドに認げるトウモロコシ髭成品種―—複交雑 l 「]然条什下における感染と病原の伝播

柿との比較ー農業技術 25(7):316~319, 1970. 台誇における湿度の変化は四季をとわず紅夜90も以

詳しくは上記 3報告をご参照願いたい。とうもろこ l: となり病原の繁殖に適してし、る，気温は11月-12月

し複交雑種の生産）］の高し、事はうたがうところのばし、 から 2-3月までは低温のために病原の発生ぱ見られ

事実であるが，すぐれた自殖系統の探索とその維持は なし、が， :-l~-cl 月から 10~11月は気温は［昇して病原｀

署しく困難な面が多く，また複交雑種はすでにその最・ り繁舶は旧盛である 0 (写貞 1)この間にとうもろこし

高限界に近づいたと号えられてし、るのー・方品柳間交雑

こ用いる親系統い牛崖｝］が、優秀な複父雑種と同程度―

J)ものを用いて雑種強勢を発揮することが出来るなら

は．煩わしし、自殖系統の育成と糾持をしなし、て，直接

父雑してより生所）），})優れた/Fil.成品種として普及する

ことが「,f介苔であるから，複交雑種とくらべて，行柿方

法．種—［生 rii戸）面で著しく効率が良し、＾また，これら

り俊れた辿伝—f-を収集しに混成品種は優れた［［殖系統

を求めるため J)遺伝了の苔積系統として役＼＇「ち， 4し

限界まで到逹しにと考えられてきた炭交雑種］）収贔び）

既左破る新しし、雑栢育成の可能性．をもつも(/)で，多収

段附を迎える/:.,心バ育秤J瓦人として屯史な．も義をもっ

も］）と思オ)ALな:_,"

囁祈は上記報伊て， ーの混成品種を中心にインドり

日然閲覧， とうもるこし仁来師，孔：東設培法，品種の

百成組織．そり活動，奨励品種の有成経過'lj算力．

枚菜羞採柾組織衣どを明らかにし］こ卜、

ヵ~，他リ）東南アシア語日は複文雑種））酋及；＇）困罰

ふこ地万も多し、(J'ら` そ，/Lら〇う地力（））とうもろこし改良

ために上己恨らかf',「•ても役,'!・て］主忙てある，

とうもろこしべと病抵抗性品種の育成に関す

る研究

ニ3もらこしへと柄につし、てそ）〉概要を熱罰農業

14(.JJ: 21'.-l、218に報告した・＇，＇）てこ参照犀しヽ ， Lこし・カ;_

合灼． フ，リヒ/, ィントネンア::1・でiごその被古が著

、，打効匁防除法ら匁し、団ま，;とい竹付げを訓限ざ

るを得;'よ＼ヽ 叫状にある: 亨：し、フ,IJヒン， イントネ

ンア立とには訊凱I叶出'1柿が発見さが..iこか，化末袖てそ

')'j囁月）J(ま背 L〈fl{く， 'I河拡大以），こ芯）｛こ用し、ら訊

れ¥J)しYh柏ポ車：よ主/..:育成されてし、 'ts:し、 台喜りに応 l• て甘

ど病 I ょ，~＂〈力',:, 研究され，すて~にH;':iて｛よ抵抗YI

写真 1 湿度，気温の日変化

（台喜，木1、T, 百胤箱内， 12月2:ir1,

1%9) 気温は 18°~3()'℃ び）間で度化

し， 「］中の湿度は:,()Q6主て低卜する

が，夜間はso0a以上になる n !trふ

信 L湿1支は9:)吃をこえる

写真 2 べと病原 SclerosporaSaccari の発芽

した分生胞子
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を栽培すると先ず圃楊の一部に"j{):納を誇め，それを 」にぶした。 （これらについては続いて熱惜農業へ投

病原として著しい被害を受ける。しかし1柑病性の品種 稿を予定しているり

でも時折罹柄を日避し，或は肋徴をマスクするものが 2) 抵抗性母本行成のための一穂一列選抜法の効果

多く， 1,111場で一回感染しなかったからと言って抵抗性 上記のように 1回罹病し難かったから抵抗性をもつ

をもつと考える事は早計のきらいがあるでこの点につ と考える市は出来ない。筆者は罹納性の高いとされて

いて気象条件と胞—f発牛との関係を板吋し，夜間の湿 いた台慮の新竹在米種を 5系統に分けて罹柄検定を行

度の変‘化により胞子発生の見られない日のある事を明 ない，その罹病率は5±5'6~8:.l兌で，いずれも抵抗性を

らかにしたのなお，典型的な病徴を万貞：｝および写貞 もっと考えられるものは見られなかったが，こ 0)うち

写真3 とうもろこしぺと病罹病葉 (IJ 
病徴は葉位の進むにつれて艇の先

端まで及ぶ

写真 4 とうもろこしべと病の罹病葉 01l 

罹病染_lに見られる発芽した分生胞

子と菌糸，病徴は切れ目も芯くはと

んど全面に及んだ

発柄の見られなかった個体を用いて次期に 4悲・列選

抜法を適用したところ，その竹情打率は第 1図J)ように

分離したc

• o, ; ' "  

100 90 80 70 60 50 40 30 20 1() () 

品種、系統名 罹病率（％）
新竹在来 1号 ，， 4号 ー←ー各系紐の S,の罹病呼C

" 2号，， 5号
一各親系統の躍病率3号

第 1図 各系統の罹病率の分離

新竹在米 1, 2号はずべて66兌以上の罹訥率をホし

罹病性を示したが， 3,4,5号は 5冤から88ク乙まで分離

し， 2090以下の罹病率をふす 8系統を分離することか

出来た，、これらから抵抗性をもつ新竹在来稲を新しく

写真 5 とうもろこしべと病罹病葉 (Ill)

生育後期に止菜近くの梨鞘にも

われた納徴 臼粉状に見える,/)は

分生了雙と湘糸
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混成することが出来る。このとことにより・一群として 種のために役吃つ事を確信するヘ

罹病性に見える品種から抵抗性囚fを引き出し有種母 なお，この報告もつついて熱帯農業へ投稿する．在正

本を育成し得る事を明らかにした。 である。

なお，日本から送付を受けた約 150品種を同様に一 また． “台湾におけるとうもろこしの研究と改良品

穂一列選抜法を用いてべと病の抵抗性を検定し， 13品 種の普及”．農業技術 25(11), 523~527. 

種の抵抗性系統を育成し，これからの台誇の抵抗性品 および

種育成の母本とする一方， 国内にもち帰って貯蔵中 ‘‘台誇の大豆栽培概観"熟帯農研集報 No.1:;, 7~ 

（平塚）であるへこれらは国内におし、ては利用上の価 10. を報告したク

値はないが．これからの東南アジアのとうもろこし育

タイ国畑作物への施肥に関する研究

駐在場所：タイ国農業局農芸化学部

駐在期間： 1970年 8月~1972年 8月

研究協力苔： Pompimol Pongsuppat (Miss) 

タイ国の農業技術は， FAO あるいはコロンボプラ

ンに加づく農業専門家の技術援助や研究協））によって

11覚ましい進歩を遂げている。

しかしその進歩は主として水稲栽培技術や品釉改良

にみられ，畑作物に関してばかなり遅れてし、ると考え

へれる 0

1966年クイ農業局は FAOの協力を得て，畑作物に

閃する試験・研究をかなり粕））的に行なって来たc し

かしながら，土壌肥料分野では土壌調査や七坑改良な

どはほとんど研究されておらず，また椀肥に閃する研

究も究明されなければならない多くの間題を残してし、

る。さらに微鼠要素欠乏に対する研究1ま，着丁された

ばかりである。

クイ国の畑作物は，その肥培管理如何によってはか

なり増収することが推察される。

異なる条件下での畑作物の収量と施肥成分吸

収に及ほす施肥の影響

東南アジア地域では，肥料の施用は限られた特廿J(乍

物のみであり，一般の作物への施肥ぱほとんどはされ

てし、なし、0

クイ国においても大乳g分の農耕地は犬然から 0)i定分

渡辺光陪

熱帯農業研究センター

Fertility Research Project Teamを編成し，作物い施

肥に関する試験・研究に着了したっこの ProjectTemn 

0) 1966年度成績から泉記果の噌屈叶友粋し，施肥による

作物J)増収効呆と経済件につし、て図に繹めた,.図は．

3~5 地域の試験成績の平均値でぷし，無肥料[,,{の f午

物収贔と現金収入を晶鉗として施肥区の収院と収入の

陪加傾向を算出した"

この図で明らかなように，施肥によって作物の収畠

は急激に増大するが，作物が増収し左わりに収人は増

大してし、、ないうことに陸稲やトウモロコ・ンのように，

施肥景の増加にともなう収人の増加が少なく，むしら

無肥料区よりも減少する場合がある。

これは 1Native varietyぱ肥料に対ナる Responゞ

が低いためであり， 2施肥方法に間題があると考えら

れる)また， 3りん酸肥料多用区り培収率が低く，経

済的に悪影響を与えてし、ることも間題であろう

これらの諸間題を土壌肥料分野から究明するには，

まず—!:壌調在と］：壌改艮，そして旅肥法の改艮が必要

であると考えられる・-

上記研究の背景に枯づき今年度は｀窄素肥料を疫動

変因として，作物（トウモロコシ，大豆，綿）の各牛

育段陪ことに施肥最を変えて辿肥を行なし、，作物9ハ査

分吸収傾向と収贔との関係を明らかにする.,

試験期間：昭和"16年 6月～昭和47年 1月

供給址に依存しているのが現状であるへこれら地瞥の 畑土壌の肥沃度が作物の養分吸収に及ほす影

作物は明らかに査分の欠乏症状を呈しており，とくに 響

窄素やりん酸の欠乏ぱ作物の収鼠を低下させている クイ国は長年無肥料栽培を行なって来ており，」月[

タイ国農業局1ま， FAO専門家の協力により Soil の作物生産））は，たとえ灌漑水や—り次鉱物0) 風化によ
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